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2025年２月６日 
各    位 

日本マクドナルドホールディングス株式会社 
代表取締役社長兼最高経営責任者（ＣＥＯ） 日色 保 

（コード番号：2702 東証スタンダード） 
問い合わせ先 日本マクドナルド株式会社 

取締役 執行役員 最高財務責任者 吉田 修子 
ＴＥＬ 03-6911-6000 

 
2024年12 月期通期連結決算状況、2025年12月期連結業績予想 

及び中期経営計画について 
 
日本マクドナルドホールディングス株式会社の2024年12月期（2024年１月１日～2024年12月31日）

の通期連結業績について以下の通りご報告いたします｡ 
 
ハイライト  
 全店売上高（8,291億円）は過去最高となり、既存店売上高は37四半期連続でプラスを継続 
 全店売上高の増加や原材料費の高騰が相対的に緩和したことなどにより前年比で営業増益 

 新中期経営計画の取り組みに注力することで、さらなる成長を目指す 
 

1. 2024年12月期通期連結決算状況 
（単位：百万円） 

 2024年通期 
実績 前年実績 前年比 前年比(%) 

全店売上高* 829,140 777,752 +51,387 +6.6% 
売上高 405,477 381,989 +23,487 +6.1% 
営業利益 48,021 40,877 +7,144 +17.5% 
経常利益 47,389 40,734 +6,654 +16.3% 
親会社株主に帰属する当期純利益 31,961 25,163 +6,798 +27.0% 

*全店売上高：直営店舗とフランチャイズ店舗の合計売上高 
 2024年通期 前年比(%) 
既存店売上高 +5.0% 
既存店客数 +2.4% 
既存店客単価 +2.5% 

 
2024年12月期は、店舗や人材などへの投資や効果的なマーケティング活動の成果により、全店売上

高が前年比513億円増加の8,291億円となり、過去最高となりました。この売上高の増加に加え、昨

年の第２四半期累計期間まで非常に高騰していた原材料費が相対的に緩和されたことなどにより営業

利益は前年比71億円増加の408億円となりました。 
 
2. 2025年12月期 連結業績予想 
2025年12月期は、新たに策定した中期経営計画の取り組みを推進することにより、更なる成長を目

指します。全店売上高は8,800億円、売上高は4,125億円、営業利益は495億円、経常利益は485億

円、親会社株主に帰属する当期純利益は305億円を目指してまいります。 
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（単位：百万円） 

  
通期 

2025年 

業績予想 
2024年 

実績 前年比 前年比(%) 

全店売上高* 880,000 829,140 +50,859 +6.1% 
既存店売上高 対前年比 4.5% 5.0%     
売上高 412,500 405,477 +7,022 +1.7% 
営業利益 49,500 48,021 +1,478 +3.1% 
経常利益 48,500 47,389 +1,110 +2.3% 
親会社株主に帰属する当期純利益 30,500 31,961 -1,461 -4.6% 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は 
今後の様々な要因により上記の予想数値と異なる可能性があります。 

 
3. 中期経営計画（2025年～2027年） 
これからも「日本で最も愛されるレストランブランド」であり続けるために 
地域に根差したフランチャイズビジネスの強化・拡大を通じてさらなる成長を目指します 
 
＜注力する領域＞ 
お客様により良い店舗体験をお届けするために「メニュー・バリュー」「店舗ポートフォリオ・デジタ

ル」「サステナビリティ・ピープル」の領域に注力し、継続的な売上高の成長と店舗収益性の向上を目

指してまいります。 
 

＜財務目標＞ 
 （単位：百万円） 

 2022年 
実績 

2023年 
実績 

2024年 
実績 

2025~2027 
中期経営計画 

全店売上高 717,589 777,752 829,140 
年平均成長率 

+4%～+6% 

営業利益 33,807 40,877 48,021 
年平均成長率 

+4%～+6% 
営業利益率 9.6% 10.7% 11.8% 13.0% 
ROE 9.9% 11.6% 13.3% 11%以上 

                                
＜配当方針＞ 
当社では、株主の皆様への利益還元を経営上重要な施策の一つとして認識しております。上場来の安定

的かつ継続的な配当方針を重視しながら資本収益性を踏まえた株主還元を強化するため、株主資本配

当率（DOE）を株主還元指標として採用することといたしました。 
これに伴い、「業績の動向やキャッシュ・フローのバランス、自己資本比率などの財務指標を総合的に

勘案し、2027 年度の株主資本配当率の目標値を３%とし、適正な利益還元を安定的かつ継続的に実施

する」ことを配当の基本方針といたします。2024 年 12 月期 期末剰余金の配当につきましては、2024
年 11 月 8 日公表の 1 株当たり配当金予想額 42 円から 7 円増配し、49 円といたします。なお、配当金額は

2025年３月25日開催予定の第54回定時株主総会へ付議いたします。 
 
詳細につきましては、弊社HP掲載の決算説明資料（２月６日15 時30 分公開）および「配当方針の変更及び

2024 年12 月期 期末剰余金の配当（増配）に関するお知らせ」をご確認ください。 
 

以上 
※この資料は兜倶楽部、東京商工会議所記者クラブ、外食産業記者会に配布しております。 
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